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hTFの (2)で与えられるd これより,あーる ra,C)の値の組についてある温 ､



































聖 , 王 . ‥ ､-1＼ ∂Y,!
∑ ▽i' 8 ∑ (0/I-xi-一重)･｡n〕㌔ - in前 -㌔㌔i-1 i>j-1
(1)
である｡布 =少iL(茎',･･,茎N)の境界条件 として,粗子座篠が立方体の面上
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は 再 ,.,-n〕炉 ㌃誓 -丑据
ー i-1∂呈i2 i>Ijl-1 ~い J /TP ∂七米 P.(P5)
が得 られるo rs/Lは定数故,堤 (王., ,圭N)の境界条件はⅤによらず-
定である｡ i
従って,与えられた誓耳 下で 堤 と好 の関数形はAによって定ま り,
トA量 L . ∑
N
EpX-EpXtA-,堤-少p#(ら , ,_EN ;A)
とかける｡
か くて状態和は
Z-芝 e-Ep/kT - Z(T米 A)
〟
ただし T米 ≡ (kT/8)(rs/紺
と覆 り,圧力は
p- kT(崇岩 )T-号 i菅 ム(鼠 +(急 T米弘 ･}
等 阜
∂PnZ､ n-2′∂PnZ)A+ニ;ニ(
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に対するa> 0のための補正は HFLの (5)で与えられる通りであり,(ll)
以下の結果はaの値に無~関係に成立つ｡
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